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　　　　　　　令和５年度学校評価アンケート結果のお知らせ

　

　早春の候、保護者の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて、今年度も学校評価保護者アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。アンケー

ト結果を分析し、本校職員が自己評価しました。令和５年度の本校の学校評価がまとまりました

ので、ここにご報告します。

　この結果を、今後の教育活動にいかして参りますので、ご理解ご協力のほど、よろしくお願いし

ます。

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　令和５年度　学校評価について

【全体考察】

学校評価全般において、以下の結果から概ね良好な教育活動の取組状況と考えます。

本校の児童は、楽しく学校に通っていると考えます。



しかし、その中でいくつか考えていかなければならない課題も見えてきました。

　　　　　

　　　　令和５年度学校評価に関する次年度に向けての対策について

令和５年１１月に行ったアンケートを受けて教職員で、検討しました。

①学校教育目標について

　学校教育目標（自ら学び　たくましく生きる　心豊かな児童の育成）について、学校だよりなど各

種お便りや、掲示物にて伝えてはいますが、今回の回答をうけ、もっと覚えやすくわかりやすい

言葉をサブテーマとして、考えることにしました。立野台小学校の児童の実態にあったサブテーマ

を検討中です。決定しましたらお知らせします。ご家庭でも話題にしていただけると嬉しく思いま

す。

②自分の考えを自信を持って表現できる子の育成について

　本校では、ここ数年「共に考え、豊かに表現する子の育成」というテーマで研究を進めていま

す。さらに今年度は「他者の考えを聴いて、自分の考えを深め、自分の言葉で表現する子」という

サブテーマで研究してきました。国語に限らず、様々な教科で「ペアトーク」や「グループトーク」

(隣の席の友だち同士など、少人数で考えを伝えあう活動）を取り入れるなど、どの子も自信を
もって表現できるよう工夫してきました。しかし、児童アンケートの結果からも保護者アンケートの

結果からも、人の前で自信を持って発表することを苦手と感じている子がいることがわかりまし

た。授業参観等で保護者の皆様に表現している場面をみていただき褒めてもらったり、友だちか

ら「とてもよかったよ。」と声をかけてもらったりすることにより、少しずつ自信を付けてきているよう

に感じています。次年度は、他者との関わりの中で子ども自身が学ぶことができたと実感できる

「協働的な学び」を取り入れながら、児童がより自信をもって表現できるよう継続して指導してい

きます。

③家庭学習の習慣について

　アンケートの結果から、家庭学習の習慣がややできていないと感じていることがわかりました。

今年度は、年度はじめに各学年ごとに宿題の方針を伝え、学年に適した家庭学習時間について

もお伝えしてきました。家庭学習=宿題ではありませんが、今後も学校として家庭学習（宿題を含
む）の習慣づくりに努めたいと思います。次年度は、低中高学年ごとに宿題の方針や内容をお伝

えし、児童が学びたいと思ったときに学べる環境整備（学習用端末の活用や教材の収集）にも努

めてまいります。ご家庭でも、声かけ等、引き続きご支援いただければと思います。



④ゲーム機、スマートフォン、パソコンの使用のきまりについて

　学校では、定期的に情報モラル教育をおこなっていますが、今後も引き続き指導を続けてまい

ります。学習用端末の使い方を指導する際に、ルールや危険性などについて繰り返し伝えていき

ます。また、今年度の個人面談の際に、待ち時間を利用して情報モラルの動画を保護者の皆様

に見ていただきましたが、今後も立野台小学校の子ども達の実態などの情報をご家庭に向けて

発信し、学校と家庭で連携して取り組んでいきたいと考えております。ご協力お願いします。

⑤その他

　保護者アンケートの「学校からの各種たより、お知らせ、ホームページなどに目を通し、お子さ

んとの会話に役立てている」の項目で、83.4％の方から「できている」とご回答いただきました。学
校の教育活動に興味を持ってくださっていること、そのことをお子さんと話題にしてくださっている

ことに感謝申し上げます。また、様々な行事の際にも、ご協力いただいたり温かい声掛けをして

いただいたりしております。これからも、大切なお子さんが友だちと仲良くよりよい成長を遂げ、幸

せに過ごすことができるよう、教職員一同力をあわせて指導・支援にあたってまいります。今後と

も、よろしくお願いいたします。

　


